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住宅の屋根･壁･窓などの面にある隙間を少なくし､気密がしっかりととられている

住宅の隙間が少ないということは､まず外気温の影響を受けにくく､結露を防止

消費を大幅に抑えることができます。このように､住宅の気密化をはかるという

ことは､必須とも言うべき重要なこととなる訳です。

さらに､隙間から熱の流失(冬季)と流入(夏季)を防ぎ､冷暖房費にかかるｴﾈﾙｷﾞｰ

義務付けています。

又､近年､建築基準法では､住宅のｼｯｸﾊｳｽ対策として､「24時間換気ｼｽﾃﾑ」の設置を

しかし､効率良く計画換気を行うためには､住宅の気密化が大変重要となります。

① 冷暖房費の削減(無駄な熱損失を少なくする)

短時間のｴｱｺﾝ稼動で､暖かい部屋は暖かいまま､冷房された部屋は涼しいまま

の状態が長く持続します。

② 結露の防止　

室内の温度が外気温の影響を受けにくいので､室内だけでなく壁の中などの

③ 外気の進入を防ぐ

梅雨の季節等､湿度の高い空気や､真冬の過剰乾燥した空気､真夏の熱風など

の不快な空気の進入を防ぎ､ｶﾋﾞやｳｲﾙｽの繁殖を防ぎ快適な室内を保ちます｡

④ 風に左右されない計画的な換気をする

汚れた空気の排出口と新鮮な空気の取入口以外の余計な隙間があると換気

経路が乱れ､汚れた空気が排出しにくくなってしまいます｡計画換気はしっか

りと気密化された住宅でなければ効率良く行うことができないのです｡

気密化されていない木造住宅では、目に見えない隙間が多く､大きな ｴﾈﾙｷﾞｰﾛｽに

することができ、ｶﾋﾞや ﾀﾞﾆの繁殖を抑え､健康的な住まいとなります。

次世代ｴﾈﾙｷﾞｰ基準を設定し､住宅の気密性能の基準値を設け

いいます。経済産業省及び国土交通省は､地域ごとに

を満たした住宅を「気密住宅」と呼びます。

ています｡この基準値

て総相当隙間面積を

気密測定は､室内を送風機で減圧(又は加圧)し､そのときの風量と圧力差を測定し

計算します。総相当隙間面積を延べ床面積で割ったものが

相当隙間面積は､計算によって求めることはできず､相当隙間面積(Ｃ値)です。

気密測定機械によって測定します｡ 建物全体の気密性能あらわす値で､値が小さい

方が隙間が少なく気密性能が高いことをあらわします｡ 次世代省ｴﾈﾙｷﾞｰ基準では､

地域区分のⅢ～Ⅵ地区は5㎝/m
2 2

Ⅰ～Ⅱ地区は2㎝/m以下と規定されています｡
2 2

･

ことを「住宅の気密化」と

なるのは､もちろんの事､室内の温度のむらや､隙間風による不快感をもたらします。

結露も抑制します｡

『気密住宅とは？』

『なぜ､気密住宅が求められるのか？』

『住宅の隙間を少なくすることでの効果(ﾒﾘｯﾄ)は？』

『相当隙間面積(Ｃ値)と地域による基準値』
そうとう すきま めんせき

[ｳﾚﾀﾝ遮熱工法による木造２階建住宅で気密性能測定試験を行いました]

木造住宅の気密性能試験報告書

開発元・総販売元

特許取得済み 特許第　　 　号4226588

ウレタン遮熱工法

の木造２階住宅本､気密性能試験報告書の試験結果は､｢愛ﾎｰﾑ｣㈱高屋組 新築工事にて､気密性能測定試験を

取り入れた木造住宅をご検討されている工務店様、設計今後ｳﾚﾀﾝ遮熱工法を行った試験結果報告書です｡

事務所様に対し､ ｢住宅の気密化｣を考える上での参考ﾃﾞｰﾀｰにと､本報告書を作成しました｡


